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　【目的】最近の大学生は健康と食生活に関してどのような見識を持ち行動しているのか、

これらを既定する因子として居住形態、school-lifeやアルバイト、また食物摂取への意識

などが考えられる。そこで大学生について健康や食事に対する意識および食行動について

アンケート調査を行い、若干の知見を得たので報告する。

　【方法】関東近郊の大学および短大に在学する男女学生204 名（配布数508部）を対象と
し、平成９年６月～10月の期間に選択式アンケートによる意識調査と２日間の記述式食

事記録による実態調査を行なった。意識調査の質問項目は属性、食事への意識、健康、外

食などについて、実態調査ではﾀｲﾑｽﾀﾃﾞｨと食行動についてはいつ、どこで、誰と、何をた

ｇたかなどについて記録してもらった。解析方法はコンピューターの統計データー処理ソ

フト「ＥχCEL」「SPSS」を使用し、クロス集計、因子分析等を用いた。

　【結果】食事への意識は自炊生よりも自宅生の方が満足度が高かった。健康に対する意識

は「栄養のバランスを最も重視する」と全体の４割以上が答えた。外食では栄養のバラン
スよりも「外見（おいしそうなもの）を重視する」と答えた人が最も多く、３割以上であ

った。実態調査では通常の食事時間帯にー応の食事らしい内容を喫食している人は､27.4%

にすぎず、どの時間帯にも５割前後の喫食率があり、食事時間帯のけじめが曖昧になって

いた。食事内容は朝･昼･夕ともに手軽でボリュームのある一品ものが多く、これらの内容

には栄養的な偏りが懸念されるなど、大学生の食行動に関しては問題点が多くみられた。
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　　［目的］食の外部化、欠食や個食の増加など食行動の変化が言われて久しい。このような

食生活の変動期に育った世代では食の多様化が進んでいると考えられる。関東周辺の女子学

生の食生活に関するアンケート調査を実施し、食行動の実態を把握することを目的とした。

　　［方法］調査は18～27才の大学、短大に通う女子学生537人を対象に、1997年4～5月に留置

自記式調査法によって行った。調査内容は、基本属性、生活に関する質問（23項目、5段階尺

度法）および連続した3日間の摂食行動（摂食時間・品名・調達方法・共食者・場所、日記式）

である。調査結果はコード化して単純計算した後、クロス集計および多変量解析した。

　　［結果］対象者のうち自宅は66%で、バイトを週I回以上している人は50％であった。生活

に関する質問のうち、消費期限などを確認すると答えた人は82%であったが、野菜をとるよ

う心がけている、輸入食品の安全性を気にすると回答した割合は61、55%であり、同様の主

婦の調査に比べ女子学生の食事に対する意識は高くないと思われた。摂食行動結果から、夕

食では、若い世代においても主食として白飯が最も多く食べられており、主食、主菜、副菜

または汁物が揃った献立が約6割を占めた。昼食では、主食として麺、パンに加えておにぎり

の利用が目立ち、副食数が少なく、食事の軽減化傾向が見られた。お､にぎりは工業的に生産

されるようになり、昼食の一品物として女子学生に手軽に利用されていると考えられた。
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